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　注意
　警告

●ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で説明しています。

●お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し、説明しています。

この表示の欄は、「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負
うことが想定される危害の程度」をいう。

この表示の欄は、「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うことが想定
されるか、または物的損害の発生が想定される危害・損害の程度」をいう。

このような図記号は、商品の取り扱いにおいて、その行為を禁止する図
記号です。

このような図記号は、商品の取り扱いにおいて、指示に基づく行為を強
制する図記号です。

水ぬれ禁止

分解禁止

警告

感電のおそれがあります。

電源プラグや分電盤のブレーカーは
ぬれ手で抜き差し、切／入しない

禁止

スイッチ火花によりガス爆発の原因となります。

ガス漏れのときはレンジフードのスイッ
チを入れたり切ったりしない｠

禁止｠

絶対に分解したり修理・改造しない
（オリフィス、ファンフィルターなどの
　本体部品） 
火災・感電・けがの原因となります。
●修理はお買い上げの販売店またはクリナップ
　カスタマーセンター（裏表紙に記載）へ
　ご相談ください。｠｠｠

水につけたり、水や洗剤をかけたりしな
い（モーター、スイッチなどの電気部品） 
ショートや感電のおそれがあります。｠

コンセントや配線器具の定格を超える使
いかたをしない｠
たこ足配線等で定格を超えると、発熱による火災
の原因となります。

電源コード、電源プラグを破損するよう
なことはしない（傷つけたり、加工した
り、熱器具に近づけたり、引っ張ったり
しない）
傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災
の原因になります。
●コードやプラグの修理は、販売店またはクリ
　ナップカスタマーセンター（裏表紙に記載）
　へご相談ください。   

使用を終了した製品は放置せず、撤去
する
万一の場合、落下により、けがをするおそれが
あります。

交流100ボルトで使用する 
火災・感電の原因となります。 

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災
の原因になります。
●傷んだプラグ、ゆるんだコンセントは使用しな
　いでください。       

接地側極 

ぬれ手禁止

レンジフード本体の吸込口の中に指や
物を入れない 
けがをするおそれがあります。接触禁止
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ホコリや異物がないことを確認する
故障の原因となります。

変形や破損により、水漏れの原因になります。

注意

禁止｠

プラスチック部品の変形や傷みにより、感電や
漏電の原因となるおそれがあります。 

60℃以上のお湯を使用しない 

レンジフードの下ではフランベをおこな
わない 
火災の発生の原因となります。 

電源コードを引っ張ってプラグを抜かな
い 
プラグを持って抜かないとコードが傷み、ショー
トや発火することがあります。

お手入れの際は連動機能付の調理機器を
操作しない
けがをするおそれがあります。

照明を直接見ない
目がくらんだり、傷めたりするおそれがあります。

ファンフィルターに市販のフィルターを
重ねて使用しない  
フィルター回転による破損により、感電や漏電の
おそれがあります。 

設置工事は必ず専門の工事業者に依頼
する
けがをするおそれがあります。｠

本体はしっかり取り付いているか、確認
する
落下により、けがをするおそれがあります。｠｠

お手入れの際は、厚手のゴム手袋を使用
する
板金部品などの切り口や本体の突起、角などで
けがをするおそれがあります。｠

お手入れの際は、換気運転を停止し、次
に「切」ボタン３秒長押しでスイッチ操
作をロックする
けがをするおそれがあります。

部品は確実に取り付ける｠
落下により、けがをするおそれがあります。

長期間使用しないときは、電源プラグを
コンセントから抜く、または分電盤のブ
レーカーを切る 
絶縁劣化による感電や漏電火災の原因になります。

切 

ブレーカー 

取扱説明書に従って清掃する
清掃状態が悪いと、火災のおそれがあります。 

オリフィスやファンフィルターははずさ
ない
水漏れの原因となります。

泡があふれ、水漏れするおそれがあります。 
洗剤を入れて洗浄をしない

専用のファンフィルター以外の部品は使
用しない
専用のファンフィルター以外の部品を使用すると、
けがや、水漏れの原因になります。

ファンフィルター洗浄を始める前に必ず
排水トレイを空にする 
排水があふれ、水漏れするおそれがあります。 

給湯トレイや排水トレイは食器洗い乾燥
機で洗わない

整流板を落とさないように両手でしっか
り支える
落下によりけがをしたり、部品のキズや変形の
原因になります。

「洗浄」ランプが点灯したら、放置せず
なるべく早く洗浄をおこなう
ファンフィルターの寿命を短くしたり、排気性能
の低下につながるおそれがあります。

ふたを全周しっかり締めこむ
水漏れの原因となります。
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使用中は

IH調理機器を使うときは

お手入れのときは

製品の設置位置は

■調理の際は、必ずレンジフードを運転してください。
　レンジフード内の異常高温による故障の原因となります。
■室内に空気の取り入れ口があることをご確認ください。
　空気の取り入れが不十分な場合、換気性能が低下したり、レンジフードに異音や振動が発生することがあります。
■調理機器とレンジフードの間に風があたらないようにしてください。
　気流（風）の影響を受けると吸い込みが悪くなることがあります。
■テレビやラジオなどは、本体から1m以上離してお使いください。
　音響が雑音により聞こえにくくなったり、雑音が強く聞こえ耳ざわりに感じることがあります。
■次のような水は給湯トレイに入れないでください。
　・60℃以上のお湯、化学薬品、芳香剤や洗剤を入れた水などは、本体の変形や故障の原因になることがあります。
　・浄水器の水、アルカリイオン水、温泉水、ミネラルウォーター、お風呂の残り湯、井戸水などはカビや雑菌が繁殖
　　する原因になるおそれがあります。

■高温になる使いかたはしないでください。
　・ガスコンロの空だきはしない　・周囲温度40℃を超えない　・湯沸器の側方から50cm以上離す

■洗浄運転中は整流板や排水トレイをはずさないでください。
　洗浄が中断され正常に終了できなくなります。
■コンロ上のやかんや鍋などを片づけてからお手入れしてください。
■調理機器を停止し、熱い状態でないことを確認してから、調理機器の排気口を覆うように
　乾いた布などを添えてください。
　給湯トレイ、排水トレイの着脱の際に、少量の水が滴下する場合があります。

■信号受信部と照明器具を近づけすぎないでください。
　照明器具が受信部から1m以内に設置された場合、換気連動システムが正常に動作しないことがあります。
■調理機器の真上、80cm以上の位置に取り付けてください。
　火災予防のためフィルターの下端が調理機器の真上80cm以上設けてください。
　ただし、取り付け位置が高すぎると吸い込みが悪くなりますので、プランニングの際はご注意ください。

その他
■壁スイッチなどでレンジフードへの通電を遮断しないでください。
　壁スイッチをご使用になり、レンジフードへの通電が遮断されますと、ファンフィルターの洗浄時期や交換時期を
　正しくお知らせできなくなります。

■結露（水滴）が生じることがあります。
　結露（水滴）が滴下する前にふき取ってください。
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ここでは部品の名前や機能について説明しています。詳しくは関連ページをお読みください。

■整流板、トレイパネルを開いた状態 

■関連部材が取り付いた状態

 

 (                               　)

トレイパネル 

サイドフード
（鋼板幕板タイプ）

サイドフード
（化粧幕板タイプ）

センターフード
（鋼板幕板タイプ）

センターフード
（化粧幕板タイプ）

パネル

整流板 

排水トレイ（設置センサー付）
（青色）給湯トレイ

（乳白色）

         ラッチ 
トレイパネルを開閉する 
ときに使用します。 

 (                          )
開閉レバー  L（R）
整流板を開閉する 
ときに使用します。 

　銘板 
（品番・製造番号記載） 

整流板設置センサー 

経年劣化に係る注意喚起 
のための表示位置 

信号受信部(右) 

調理センサー(左) 

 (　　　　　　                                　)
ファンフィルター洗浄中や運転中に、
整流板をはずすとセンサーがはたらき
洗浄や運転が停止します。
整流板を元に戻すと運転を再開します。
洗浄中に中断すると、洗浄が正しく終
了できないため、もう1度洗浄作業が
必要になります。　　11～18ページ

 ( 　　　　　　　　              )
ファンフィルター洗浄時の汚水がたま
ります。また、調理によってレンジフ
ード内部に入り込んだ結露水や油がた
まる場合があります。
ファンフィルター洗浄中に排水トレイ
をはずすとセンサーがはたらき洗浄が
停止します。
排水トレイを元に戻すと洗浄を再開し
ます。洗浄中に中断すると、洗浄が正
しく終了できないため、もう1度洗浄
作業が必要になります。
　　　11～18ページ

ファンフィルター
オリフィス
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（ )
コーティング(親水性塗装)されたファンフィルターをお湯に浸し、繰り返し水流を衝突させることで、
ファンフィルター表面に付着した油やホコリなどをボタン1つで自動洗浄できます。
およそ月1回の洗浄で約10年間※1ファンフィルターを取りはずさずにラクラクお掃除ができます。
※1） ※本体の洗浄ランプが点灯したら、必ずファンフィルターの自動洗浄をおこなってください。
         ※自動洗浄は換気性能を維持するための機能であり、使用時間とともに若干の汚れは残ります。
         ※10年間は、中運転での換気を1日あたり5時間運転させた場合の換気風量から算出した値です。また、常時換気をご使用の場合は、
            洗浄回数は月に2回程度となり、ファンフィルターの寿命は通常の約半分となります。油煙の発生量が多い場合、ホコリを吸い込み
            やすい場合など、調理状況や使用環境によってはファンフィルターの交換時期が短くなる場合があります。ファンフィルターを交換
            すれば引き続き自動洗浄をご使用できます。

※2）レンジフードの使用頻度によって30日経つ前に「洗浄」ランプが点灯することがあります。
　　  常時換気運転をご使用の場合は、洗浄回数はおよそ月2回となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

洗浄ケーシングにお湯を
ためてファンフィルター
をゆっくり回転。浸け置
き洗浄で油汚れを浮かび
上がらせます。

※この場合、続けて2回洗浄を
　おこなう必要があります。
　（　　　 17ページ）

（ファンフィルター洗浄のしかた 　　  11～18ページ）

（  　　　　　　）
お知らせ表示
長期間洗浄を

していないとき

ファン
フィルター

■ファンフィルター自動洗浄機能
「洗浄」ランプで洗浄時期をお知らせ。
簡単操作でファンフィルターを自動で洗浄します。
（　　11～18ページ）

洗エールレンジフードは、換気した風量と経過した時間の両方を計測し、ご使用頻度に応じて適切なタイミ
ングで「洗浄」ランプを点灯させて洗浄時期をお知らせ※2してくれます。また、「洗浄」ランプ点灯後も
しばらくの間洗浄をおこなわないと、「洗浄」ランプに加え、「確認」ランプと数字「1」「2」「3」ランプが
点灯し、長期間ファンフィルターの洗浄をおこなっていないことをお知らせします。

浸け置き洗浄（約5分） クイック洗浄（約3分）

回転と停止を繰り返し
お湯をかき上げて発生
させた水流を繰り返し
汚れに衝突させて洗浄
します。

停止 停止

転

転
転

回

回
回

転
回

排水（約1分）

ファンフィルターに汚
れが再び付着しないよ
うに、水面を揺らしな
がら排水します。

乾燥（約1分）

高速回転して、残っ
た水分をとばしファ
ンフィルターを乾燥
させます。

●ファンフィルター自動洗浄工程

●洗浄時期お知らせ機能

「洗浄」ランプ

1. 給湯トレイにお湯を入れて
　 本体にセット

2. 洗浄ボタンを押して
　 自動洗浄スタート

3. 排水トレイの
　 汚水を処理約10分

上手な使いかた 「洗浄」ランプが点灯したら早めの洗浄
｢洗浄｣ランプの点灯は、使用頻度や経過時間を計測した洗浄のタイミングです。
ランプが点灯したら放置せず、なるべく早くファンフィルター洗浄をおこなってください。

油料理などで気になったらいつでも洗浄可能
｢洗浄｣ランプが点灯していなくても、いつでも洗浄が可能です。
お肉料理や揚げ物料理など、油が気になる料理のあとはボタン1つでカンタンお掃除。

ファンフィルターの洗浄には650ccのお湯
給湯トレイには、40～45℃のお湯を給湯トレイに表示されている目印にあわせて入れてください。
※洗剤は入れないでください。

お知らせ表示
（通常時）

　特長（続き） 
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■残置運転
運転中に連動機能付の調理機器からのOFF信号を受信すると、風量が段階的に弱く
なり、5～15分後に自動停止します。
●残置運転中は「風量」ランプが点滅します。
　※連動機能付の調理機器からのOFF信号のみを受けて運転します。レンジフード本体のスイッチ操作で切ボタンを
　　押しても残置運転への切り換えはできませんのでご注意ください。
　※常時換気運転が設定されているときは残置運転のあと停止せず、常時換気運転に戻ります。

＜例＞「強」運転中に連動機能付の調理機器からのＯＦＦ信号を受信
　　　　※調理終了時の風量から弱くなります。

＜例＞「強」運転中に連動機能付の調理機器からのＯＦＦ信号を受信
　　　　※調理終了時の風量から弱くなります。
　　　　（常時換気運転設定の場合）

調理物の温度変化に合わせて風量を自動で調整します。
（お好みに応じて調理センサーの感度を変更することもできます）（　　　23ページ）
※省エネナビ運転は、使用する調理機器がガスコンロでもIHクッキングヒーターでも対応可能です。

●風量が「少ない」または「多い」場合は、「風量切換ボタン」で切り換えられますが、
　その場合は省エネナビ運転は停止し、指定した風量で運転を続けます。

●調理機器（IH・ガス）の種類や次のような場合、風量が「多め」または「少なめ」となる
　ことがあります。

「多め」になる ：加熱中の鍋などを移動した
「少なめ」になる ：グリルのみの使用で油の多い食材（さんまなど）を焼き一時的に油煙が
　　　　　　　　　 発生した。鍋に大量の食材を入れた。

正面

コンロ真上
検知範囲外にある
鍋の温度は検知
できません。

調理物の温度変化に合わせて風量を自動で調整することで
調理時のムダをなくし、省エネ効果が得られます。
・エコ運転ボタンを押して、省エネナビ運転を開始します。
・換気連動機能付の調理機器をご使用の場合、調理機器を運転すると
　自動的に省エネナビ運転を開始します。

省エネナビ運転の動作目安
※下記はIHクッキングヒーター（1口）使用時です。
　調理内容、火力により運転風量が変わる場合があります。
※省エネナビ運転は特に使いやすい風量である弱・中・強の
　3段階の風量を自動調整します。

揚げ物

いため物 焼き魚

煮物

■省エネナビ運転（「　　」ランプが点灯します）

調理センサー
調理センサーで
検知範囲内の
調理物の温度
を検知

検知範囲｠

残置運転とは・・・
調理後の部屋に残った
ニオイを排気するため
の運転です。

弱～中強

点滅 点滅
約5分 約5分

調理終了 停止

点滅 点滅 点灯
約5分 約5分 「常時」運転

調理終了
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■お手入れしやすいコーティング
各部品にはコーティング（親水性塗装、はつ油塗装）が施してあります。
油汚れが湯洗いで落とせます。

●親水性塗装
　お湯になじみやすい性質を持ち、洗剤を使わなくても
　水ふきや湯洗いで油汚れが落とせます。

●はつ油塗装
　表面の加工が強力に油や水をはじくため、
　汚れが広がらず、簡単に落とせます。

レンジフード生地
親水性塗装

油汚れ
湯

油や水はフッ素皮膜の上に玉
状に付着するため、拡散しに
くく、はがれやすくなります。

レンジフード生地
はつ油塗装

油汚れ

ファンフィルター
（親水性塗装） 

オリフィス
（親水性塗装） 

洗浄ケーシング
（はつ油塗装） 

インナーフード
（はつ油塗装）

整流板
（はつ油塗装）

トレイパネル
（はつ油塗装）

■常時換気運転

気密性の高い現代の住宅では、汚れた空気や湿気、ニオイなどが
たまりやすくなります。
小風量で少しずつ静かに換気する常時換気運転が24時間新鮮な空気を
取り入れてくれます。

調理時の換気のほかに、キッチン全体の換気をします。

塗装面と油汚れの間に湯が
入り込み、油汚れを分離し
ます。

換気運転や照明のつけっぱなしを防止します。

最後に操作したときから、約5時間後に自動停止します。照明も消灯します。
（ブザー音が「ピー」と鳴ります）
常時換気運転に設定されている場合は、約5時間後に常時換気運転に切り換わります。照明も消灯します。
（ブザー音が「ピ」と鳴ります）
照明点灯のみの場合でも5時間経過後に切り忘れ防止タイマーが作動し、ブザー音が「ピー」と鳴り消灯します。
再び運転するときは、エコ運転ボタンまたは運転/風量切換ボタンを押してください。

■切り忘れ防止タイマー
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常時換気ボタン：常時換気運転を
　　　　　　　　設定/解除します
設定/解除はボタンを２秒間押し続けて
切り換えできます。
（常時換気運転　       8ページ）
●常時換気運転は切ボタンで停止する
　ことはできません。
●常時換気運転時(常時換気運転表示ランプ
　(橙)が点灯中)に運転/風量切換ボタンを
　押すと、通常運転に切り換わり、設定さ
　れた風量で運転します。運転終了後は再
　び常時換気運転に戻ります。

洗浄時期がくると「洗浄」ランプ（青）が点灯します。
（ファンフィルター洗浄方法　　　 11～18ページ）
●洗浄中に3秒以上押すと洗浄を中断し、強制排水をします。
　（「洗浄を途中でやめたいとき」参照　       15ページ）

洗浄ボタン：ファンフィルターの洗浄を開始します

調理状況に合わせて風量を自動で調整します。
（省エネナビ運転       　7ページ）
●停止状態でボタンを押すと、約５秒後に
　運転します。これは同時給排ユニットを
　使用している場合の給気連動シャッター
　連動時に室内と外との差圧を少なくする
　ための動作で、故障ではありません。

●停止状態でボタンを押すと、約５秒後に
　運転します。これは同時給排ユニットを
　使用している場合の給気連動シャッター
　連動時に室内と外との差圧を少なくする
　ための動作で、故障ではありません。

●ボタンを押すごとに風量が切り換わり「風量」ランプが切り換わ
　ります。

ECOランプ

弱：煙の少ないとき。静かに運転したいとき。
中：通常の運転のとき。
強：煙の多いとき。
　　早く換気したいとき。
ターボ：特に煙の多いとき。早く換気したいとき。

運転/風量切換ボタン：換気運転を開始します（「風量」ランプ点灯）

ボタンを押すとすぐに
運転が停止します。
（照明は消えません）
常時換気運転に設定
されている場合は、
すぐに常時換気運転に
切り換わります。

安全のため、お手入れなどの際にはスイッチ操作を「ロック」してください。
（ファンフィルター洗浄をする際はロックしないでください。洗浄ができません）
①運転を停止する：「切」ボタンを押す。
　※「常時換気運転表示」ランプが点灯しているときは、
　　常時換気運転を停止する：「常時換気」ボタンを2秒間押し。
②ロック：「ピピッ」と鳴るまで3秒長押し。「　　」ランプが点灯。
　　　　　切ボタン以外を押しても「ピピピ」と警告音が鳴り、ファンフィルター
　　　　　・照明は作動しません。
③解除　：「ピー」と鳴るまで3秒長押し。「　　」ランプが消灯。

切ボタン：運転を
　　　　　停止します

スイッチ操作をロック／解除する
（洗浄運転中、換気運転中は「ロック」ができません）

押すごとに入／切します。

照明ボタン：照明を入／切します

確認
点検　ランプ
数字

異常がある
とランプが
点灯／点滅
します。

省エネナビ運転時に点灯します。

操作のしかた

エコ運転ボタン：省エネナビ運転を開始します
　　　　　　　　（「　　」ランプ点灯）
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●レンジフードの風量調節および照明の入／切などの操作を調理機器の操作パネルでもおこなえます。
　（詳細については調理機器の取扱説明書をご覧ください）
　※調理機器の取扱説明書の記載内容と異なる場合があります。
　※調理機器の種類によっては、ターボへの切り換えができない場合があります。
1.調理機器の風量切り換えが送りボタンのとき→ボタンを押すたびに風量が切り換わります。
2.調理機器の風量切り換えが「弱」「中」「強」ボタンのとき→それぞれのボタンで風量が切り換わります。
　※ターボへの切り換えは「強」ボタン
　　でおこなってください。

連動機能付の調理機器と組み合わせてご使用になる場合

　　「強」ボタン1回押し→風量「強」
　　「強」ボタン2回押し→風量「ターボ」
　　「強」ボタン3回押し→風量「強」に戻る

●調理機器で加熱を開始すると、自動的にレンジフードは省エネナビ運転をおこないます。
　（　　 7ページ）
●調理機器を切にしたとき、レンジフードは残置運転をおこないます。（　　 7ページ）
　照明や常時換気運転は元のままの状態です。
　※連動機能付の調理機器では、常時換気運転の設定/解除、スイッチ操作のロック設定/ロック解除、ファン
　　フィルター洗浄はできません。
　※調理機器との連動設定を変更できます。（　　 23ページ）
　※対応の調理機器についてはクリナップカスタマーセンターまでお問い合わせください。（裏表紙に記載）

レンジフードの操作は、別売ワイヤレスリモコン（品番：RH-RMC4）でもご使用になれます。
ターボへの風量切り換えはリモコンの「強」ボタンでおこなってください。
「強」ボタン1回押し　→　風量「強」
「強」ボタン2回押し　→　風量「ターボ」
「強」ボタン3回押し　→　風量「強」に戻る
（リモコンスイッチでは省エネナビ運転の開始、常時換気運転の設定／解除、スイッチ操作の
　ロック／ロック解除、ファンフィルター洗浄はできません。また、「切（3分後切）」ボタンは
　ご使用になれません）

（ワイヤレスリモコン）
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・ファンフィルター洗浄を始める前に必ず換気運転を停止してください。
　換気運転を停止しないと、ファンフィルター洗浄ができません。
　また、スイッチ操作がロックされていたり、整流板または排水トレイがはずれているとファン
　フィルター洗浄ができません。
　（スイッチ操作をロック/解除する　　　9ページ）
・ファンフィルターは取りはずして手洗いすることはできません。水漏れの原因となるため絶対に
　取りはずさないでください。
・ファンフィルター洗浄をする際は、調理機器を停止し、熱い状態でないことを確認してから、
　調理機器の排気口を覆うように乾いた布などを添えてください。

トレイパネルを開ける
①トレイパネルのラッチのツメを奥側に向け
　スライドさせる。
②そのまま下に引き下げ、トレイパネルを開ける。

1. 

お願い
・トレイパネルはゆっくり開けてください。
　トレイパネルに衝撃をあたえるような開け方や
　荷重をかけると、破損や変形の原因になります。 ラッチ

①

②

トレイパネル

ファンフィルター洗浄のしかた

「洗浄」ランプが点灯したら、放置せず
　なるべく早く洗浄をおこなう

ファンフィルターの寿命を短くしたり、排気性能
の低下につながるおそれがあります。

お願い

注意

禁止｠

オリフィスやファンフィルターははずさ
ない
水漏れの原因となります。

「洗浄」ランプが点灯したら、ファンフィルターの洗浄時期です。
以下の手順に従ってファンフィルター洗浄をおこなってください。

「洗浄」ランプ

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  ）

洗浄時期が来ると、洗浄ボタン上の「洗浄」ランプ（青）が
点灯します。
※「洗浄」ランプ（青）点灯中に下記の操作をおこなうと
　「ピー×3」または「ピーピー×3」と警告音が鳴って
　洗浄時期が来たことをお知らせします。
　　警告音は「洗浄」ランプが点灯したあとの経過時間に
　　よって段階的に増えていきます。 
　　・レンジフード本体の切ボタンを押したとき
　　・連動機能付の調理機器を切にしたとき
　　・別売リモコンの切ボタンを押したとき
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2. 排水トレイ（青色）を空の状態にする
①排水トレイをしっかり持ち、上に押し上げながら、
　手前に引いて降ろす。
　※排水トレイの中には結露水や油がたまっている場合
　　があるため、必ず両手を添えて持ち運んでください。
　※「ピーピーピーピー」という音が鳴って、
　　「確認」ランプと数字ランプ「2」が点灯し、
　　排水トレイがはずれたことをお知らせします。

乾いた布

排水口

②本体の排水口まわりに結露水などが付着して
　いることがありますので、乾いた布などでふき取っ
　てください。

トレイ手前側の
指掛けに親指を
入れる

トレイ奥側の長い指掛けに
残りの指を入れる

片方の手をトレイの底に
添える

（1）トレイをしっかり持ち、
　  上へ押し上げる

（2）上に押し上げながら、
　  手前に引いて

（3）トレイを傾けずに降ろす

トレイの持ちかた

トレイのはずしかた

手前側

奥側

（2）

（1）
（3）

排水トレイ
（青色）

片手でトレイの
指掛けを掴む

もう片方の手を添えて支える

トレイパネル

（2）

（1）
（3）
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排水があふれ、水漏れするおそれがあります。

手前側

開口

ふた

開口

手前側

奥側

排水トレイ
（青色）

③排水トレイの中に結露水などがたまっている場合は、
　ふたをはずし水を捨て、排水トレイを空の状態にしてください。
　（排水トレイの汚水を捨てる　　　16～17ページ）

⑤排水トレイを上に押し上げながら、奥に押して
　再び取り付ける。
　※「ピッ」という音が鳴って、「確認」ランプと
　　数字ランプ「2」が消灯し、排水トレイが取り
　　付いたことをお知らせします。

④ふたを排水トレイに正しく取り付ける。
　（正面から見て開口は左側となります）

お願い
・排水トレイは正しく取り付けてください。
　正しく取り付いていないと、「確認」ランプと
　数字ランプ「2」が消灯せず、ファンフィルター
　洗浄が開始できません。

お願い
・ふたの全周がしっかり閉め込まれていることを確認
　してください。ふたが浮いていると本体に取り付き
　にくくなる場合があります。

注意

注意

ファンフィルター洗浄を始める前に
必ず排水トレイを空にする 

ふたを全周しっかり締めこむ
水漏れの原因となります。

（1）トレイを傾けずにトレイ側面の
     くぼみがフード本体のガイドに
     沿うように押し上げる

（2）上に押し上げながら奥に押す
（3）取り付いたことを確認して
　  手を離す

トレイの取り付けかた

（2）（1） （3）

くぼみ
ガイド

ガイド

（1）
（3）

トレイパネル

排水トレイ
（青色）

片手でトレイの
指掛けを掴む

もう片方の手を添えて支える
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ふたを全周しっかり締めこむ
水漏れの原因となります。

注意

目印
（お湯はこの目印に
　あわせて入れる）

禁止｠

泡があふれ、水漏れするおそれが
あります。 

洗剤を入れて洗浄をしない

給湯トレイのお湯の中にホコリ
や異物がないことを確認する
故障の原因となります。

3. 給湯トレイ（乳白色）にお湯を入れる
①給湯トレイを上に押し上げながら、手前に引いて
　降ろす。
　※給湯トレイの取りはずしかた／取り付けかたは、
　　排水トレイと同じです。
　　（排水トレイを空の状態にする　　　12～13ページ）
②給湯トレイを一度すすいでから、
　給湯トレイにお湯（40℃～45℃）を入れる。
　温度が低いと十分な洗浄効果が得られなかったり、
　ファンフィルターの寿命が短くなるおそれがあります。

③給湯トレイを落とさないようにしっかりと持って、
　上に押し上げながら、奥に押して取り付ける。

お願い
・ふたの全周がしっかり閉め込まれていることを確認してください。
　ふたが浮いていると本体に取り付きにくくなる場合があります。
・お湯は給湯トレイの目印にあわせて入れてください。
　規定量のお湯が入っていないと「ピーピーピーピー」と
　音が鳴り、ファンフィルターが洗浄できません。
　（「確認」ランプと数字ランプ「3」が点灯します）
・給湯トレイには、洗浄時にくみ取りきれなかった残水が
　少量残っている場合があります。その場合、お湯を入れる
　前にすすいでください。
・下記の「給湯トレイに入れるお湯について」をよくお読み
　ください。
・1回の洗浄には1回の給湯としてください。
　洗浄途中で再給湯すると、排水トレイから汚水があふれる
　ことがあります。

お願い
・給湯トレイは正しく取り付けてください。
・ノズルやフロートに物をぶつけたり、手を触れな
　いでください。故障の原因になります。

給湯トレイに入れるお湯について
必ず、水道水（飲用）を温めたお湯（40～45℃）を使います。
・一般に水道水は塩素処理がされており、雑菌が繁殖
　しにくいためです。
お湯の中にホコリや異物がないことを必ず確認してください。
　ホコリや異物がお湯に入ったまま洗浄すると故障の原因と
　なります。
使えない水
〈以下のような水は給湯トレイに入れないでください〉
・60℃以上のお湯、化学薬品、芳香剤や洗剤を入れた水
　など。（プラスチック部品の変形や、故障の原因になる
　おそれがあります）
・浄水器の水、アルカリイオン水、ミネラルウォーター、
　お風呂の残り湯、温泉水、井戸水など。
　（カビや雑菌が繁殖する原因となるおそれがあります）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

ノズル

（2）
（1）

（3）

給湯トレイ
（乳白色）

片手でトレイの
指掛けを掴む

もう片方の手を
添えて支える

（2）

（1） （3）
フロート

給湯トレイ
（乳白色）

片手でトレイの指掛けを掴む

もう片方の手を添えて支える
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②「ピピーピピーピピーピピー」と音が鳴り、「確認」ランプが高速点滅し洗浄終了です。
　※洗浄により、少量の水はねが整流板の内側へ付着することがありますが、気になる場合は、洗浄終了後に
　　乾いた布などでふき取ってください。
　※排水トレイの水を処理すると「確認」ランプは消灯します。（　　  16～17ページ）

洗浄を途中でやめたいとき
①ファンフィルター洗浄中に、洗浄ボタンを3秒以上押す。
　※洗浄が中断し、強制排水をします。（強制排水された水は排水トレイにたまります）
　※ポンプを利用し水を送るため「ゴー」という音がします。
②約2分後に「ピピーピピーピピーピピー」のブザー音確認後、排水トレイの水を捨てる。
　※排水を処理しないと再洗浄できません。（排水トレイの水の捨てかた　　　16～17ページ参照）
　※洗浄を途中でやめたため、再度洗浄が必要です。（「確認」ランプと「洗浄」ランプが点灯します）

注意
排水トレイは必ず空にして元の位置に
戻す
排水があふれ、水漏れするおそれがあります。

4. トレイパネルを閉める
①トレイパネルのラッチ部分を持ち、ゆっくり押し上げ、
　トレイパネルを閉める。
　※トレイパネルは必ず閉めてください。「カチッ」と音がして
　　トレイパネルのラッチが確実に固定されたことを確認して
　　ください。
　※トレイパネルに衝撃をあたえるような閉めかたをすると、
　　破損や変形の原因となります。

ラッチ

トレイパネル

①

5. ファンフィルター洗浄をする（約10分間）
①洗浄ボタンを押す。（「洗浄中」ランプが点灯します）
　※洗浄運転中は、照明ボタン以外のボタンを押しても「ピピピ」と
　　警告音が鳴るだけで操作できません。
　　また、連動機能付の調理機器を操作しても換気運転はおこないません。
　※洗浄中は水の音やポンプの給水音がしますが、異常ではありません。

お願い
・「確認」ランプと数字ランプ「3」が点灯し、「ピーピーピーピー」と音が鳴る場合、給湯トレイのお湯不足でファン
　フィルターが洗浄できません。給湯トレイの目印にあわせてお湯を給湯してください。
・整流板や排水トレイがはずれているとファンフィルターが洗浄できません。（整流板がはずれていると「確認」ランプ
　と数字ランプ「1」が点灯し、排水トレイがはずれていると「確認」ランプと数字ランプ「2」が点灯します）整流板
　と排水トレイを取り付けてください。
・ファンフィルター洗浄中は整流板や排水トレイなどの部品をはずさないでください。洗浄が中断され、正常に終了するこ
　とができません。整流板や排水トレイを取り付けると、洗浄が再開しますが洗浄終了後、排水トレイの水を処理しても
　「確認」ランプと「洗浄」ランプが点灯し続け、再度洗浄が必要です。この場合は再度ファンフィルター洗浄をおこなっ
　てください。（　　  11～15ページ）
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③市販の水切りネットをつける。
　（排水口詰まり防止と環境保護のため）

水切りネット

④ふたをはずし、排水トレイの汚水を流す。

⑤汚れのついた水切りネットを排水トレイから
　取りはずして廃棄する。
　※使用済み水切りネットの廃棄方法は、
　　各市町村の処理方法に従ってください。

水を流す

ふた
水切りネットはずす

6. 排水トレイ（青色）の汚水を捨てる
①トレイパネルを開けて、排水トレイをしっかり持ち、
　上に押し上げながら、汚水がこぼれないように手前に
　引いて降ろす。
　※水のたまった排水トレイは、必ず両手を添えて
　　持ち運んでください。
　※「ピーピーピーピー」という音が鳴って、
　　「確認」ランプと数字ランプ「2」が点灯し、
　　排水トレイがはずれたことをお知らせします。

排水トレイ
（青色）

排水トレイ
（青色）

②本体の排水口まわりに汚水などが付着して
　いることがありますので、乾いた布などで
　ふき取ってください。

乾いた布

排水口

トレイパネル

排水トレイ
（青色）

片手でトレイの
指掛けを掴む

もう片方の手を添えて支える

（2）
（1）

（3）
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⑥取りはずしたふたと排水トレイは、スポンジ
　などで水洗いし、汚れを落とす。
　※汚れがとれにくい場合
　　台所用中性洗剤を使って汚れをとり、水洗い
　　してください。

お願い
・排水トレイのお手入れ後、水切りをして乾燥させてから
　取り付けてください。
　※トレイの中にホコリや異物（ゴミ）が入らないように
　　注意してください。
　※60℃以上で乾燥すると、排水トレイが変形することがあります。
・金属製のタワシなどは、使わないでください。
・排水トレイには正しく本体に取り付いているか検知する
　設置センサーが付いています。この設置センサーは絶対に
　はずさないでください。故障の原因となります。

ふた

設置センサー

排水トレイ
（青色）

注意

禁止｠

給湯トレイや排水トレイは
食器洗い乾燥機で洗わない
変形や破損により、水漏れの原因
になります。

長期間洗浄をしていないとき
（「洗浄」ランプが点灯したあともファンフィルター洗浄をしばらくおこなわなかったとき）

　長期間ファンフィルター洗浄をしていないときは、2回続けてファンフィルター洗浄をしてください。
　※「確認」ランプと数字ランプ「１」、「２」、「３」点灯中に下記の操作をおこなうと、警告音が鳴って長期間
　　ファンフィルター洗浄をしていないことをお知らせします。
　　（警告音は「洗浄」ランプが点灯したあとの経過時間によって段階的に増えていきます）
　　・レンジフード本体の切ボタンを押したとき
　　・連動機能付の調理機器を切にしたとき
　　・別売リモコンの切ボタンを押したとき
　※2回目の洗浄を始める際は、必ず事前に1回目の洗浄による排水を捨ててからおこなってください。
　　排水があふれ、水漏れするおそれがあります。
　※1回目の洗浄が終了すると数字ランプ「１」、「２」、「３」は消灯し、排水トレイの汚水を捨てたあとも引き
　　続き「確認」ランプと「洗浄」ランプは点灯していますので、続けて2回目の洗浄をおこなってください。
　　2回目の洗浄後、排水トレイの汚水を処理すれば「確認」ランプと「洗浄」ランプは消灯します。

15ページを参照し、トレイパネルを閉めてください。

排水トレイ（青色）を取り付ける7. 

トレイパネルを閉める8. 

※「ピッ」という音が鳴って、「確認」ランプと数字ランプ「2」が消灯し、
　排水トレイが取り付いたことをお知らせします。

12～13ページを参照し、排水トレイを取り付けてください。

「洗浄」ランプに加えて
「確認」ランプと数字ランプ
「１」「２」「３」が点灯します。

洗浄を
おこなわないと･･･

・調理機器の排気口を覆っている乾いた布などを
　取ってください。

お願い
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●ファンフィルターの交換時期は、目安として約10年です。
　※本体の洗浄ランプが点灯したら、必ずファンフィルターの自動洗浄をおこなってください。
   ※自動洗浄は換気性能を維持するための機能であり、使用時間とともに若干の汚れは残ります。
   ※10年間は、中運転での換気を1日あたり5時間運転させた場合の換気風量から算出した値です。また、常時
　　換気をご使用の場合は、洗浄回数は月に2回程度となり、ファンフィルターの寿命は通常の約半分となります。
　　油煙の発生量が多い場合、ホコリを吸い込みやすい場合など、調理状況や使用環境によってはファンフィルター
　　の交換時期が短くなる場合があります。ファンフィルターを交換すれば引き続き自動洗浄をご使用できます。
●ファンフィルターの交換時期がくると、「点検」ランプと数字ランプ「１」、「２」、「３」が点灯してお知らせ
　しますので、クリナップカスタマーセンターまでお問い合わせください。（裏表紙に記載）
　ファンフィルターを交換すれば引き続き自動洗浄でご使用できます。(有償)

　※「点検」ランプと数字ランプ「１」、「２」、「３」点灯中に下記の操作をおこなうと、「ピーピーピーピー」と
　　警告音が鳴ってファンフィルター交換時期を音によってもお知らせします。
　　・レンジフード本体の切ボタンを押したとき
　　・連動機能付の調理機器を切にしたとき
　　・別売リモコンの切ボタンを押したとき
　※適切な洗浄方法（洗浄周期・水温など）でおこなわれない場合、ファンフィルター寿命が極端に短くなる
　　原因となります。

ファンフィルターの寿命について
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お手入れの際は、厚手のゴム手袋を使用
する

・普段のお手入れはこまめにおこなってください。
　油汚れを放置すると、油が垂れる場合があります。また、期間が長くなると汚れが落ちにくくなったり、
　部品がはずれなくなったりする場合があります。
・お手入れの際は調理をやめ、鍋等はレンジフードの下に置かないようにしてください。
・高いところでの作業となりますので足場には十分お気を付けください。
・整流板や本体には汚れのとれやすいコーティングをしています。（　　　8ページ）
　コーティングの変質、変色、はがれ防止のため右のものは使わないでください。
・アルカリ性洗剤、塩素系洗剤、化学ぞうきんなど、台所用中性洗剤以外の
　ご使用はおやめください。
・調理直後にはフードが熱くなっている場合がありますので、その場合は
　十分温度が下がってからお手入れしてください。
・お手入れの際、熱湯は使用しないでください。樹脂部品が変形する原因と
　なります。
・長期間不在となる場合は、不在になる前に必ずファンフィルター洗浄を
　おこなってください。

オリフィスやファンフィルターははずさ
ない

警告

注意

シ
ン
ナ
ー

ベ
ン
ジ
ン

ア
ル
コ
ー
ル

か
び
取
り
剤

金属タワシ

弱
ア
ル
カ
リ
性
洗
剤

ア
ル
カ
リ
性
洗
剤

下記のようなものなどは
使用しないでください。

水ぬれ禁止｠分解禁止｠

ぬれ手禁止｠ 感電のおそれがあります。

電源プラグや分電盤のブレーカーは
ぬれ手で抜き差し、切／入しない

水につけたり、水や洗剤をかけたりしな
い（モーター、スイッチなどの電気部品） 
ショートや感電のおそれがあります。｠

板金部品などの切り口や本体の突起、角などで
けがをするおそれがあります。｠

お手入れの際は、換気運転を停止し、次
に「切」ボタン３秒長押しでスイッチ操
作を「ロック」する
けがをするおそれがあります。

部品は確実に取り付ける｠
落下により、けがをするおそれがあります。

絶対に分解したり修理・改造しない
（オリフィス、ファンフィルターなどの
　本体部品） 
火災・感電・けがの原因となります。
●修理はお買い上げの販売店またはクリナップ
　カスタマーセンター（裏表紙に記載）へ
　ご相談ください。｠｠｠

お願い

水漏れの原因となります。禁止｠
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②整流板を少し下げる。 
　※油や結露水が流れ出ることがありますので、
　　整流板を下まで下げる前に、内側を確認し、
　　たまった油や結露水は乾いた布などでふき
　　取ってください。

注意
整流板を落とさないように両手でしっか
り支える
落下によりけがをしたり、部品のキズや変形の
原因になります。

本体・トレイパネル・調理センサー・信号受信部の汚れをとる2. 

③整流板を下まで下げ、 整流板のフックをインナーフードの
　ハンガーから取りはずす。
　※整流板をはずすと「ピーピーピーピー」と音が鳴り、
　　「確認」ランプと数字ランプ「１」が点灯します。
　　整流板が再び取り付けられるまで換気運転、ファン
　　フィルター洗浄はできず、ランプは点灯し続けます。
　　ブレーカーを切ったり、電源プラグをコンセントから
　　抜いたときは、お知らせしません。

整流板をはずす
①整流板を保持し、整流板を固定している
　左右のストッパーを指で押し込む。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　   ）

3. 

①水分を含ませたスポンジ、柔らかい布などで
　表面の汚れをふき取る。
　※がんこな汚れの場合は、ぬるま湯でうすめた
　　台所用中性洗剤を浸したスポンジ、柔らかい
　　布などでふき取ったあと、洗剤が残らないよ
　　うに清水を湿らせた柔らかい布などでよくふ
　　き取ってください。

・油汚れを放置すると、調理センサーの感度や
　受信性能が低下します。
・油汚れを放置すると、油が垂れる場合があります。
　汚れたら都度お手入れしてください。

お願い

運転を停止し、スイッチ操作をロックする1. 
運転を停止させ、スイッチ操作をロックしてください。
（スイッチ操作をロック／解除する　　　9ページ）

本体

調理センサー・
信号受信部

トレイパネル

ストッパー

整流板

整流板

フック

ハンガー

インナーフード

整流板

整流板
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①給湯トレイの中は、清水ですすぎ洗いをする。
　（排水トレイの汚水の捨てる　　　16～17ページ）
②清水を含ませたスポンジ、柔らかい布などで給湯トレイの
　表面の汚れをふき取る。
　※トレイの中にホコリや異物（ゴミ）が入らないように
　　注意してください。
　※給湯トレイのお手入れ後、水切りをして乾燥させてから
　　取り付けてください。
　※60℃以上で乾燥すると、給湯トレイが変形することが
　　あります。
　※台所用中性洗剤を使用した場合は、十分にすすぎ洗い
　　をしてください。

注意

禁止｠

給湯トレイや排水トレイは
食器洗い乾燥機で洗わない
変形や破損により、水漏れの原因
になります。

給湯トレイ・排水トレイ

整流板の汚れをとる4. 

トレイパネルを開ける5. 
給湯トレイ・排水トレイを取りはずす6. 

給湯トレイ・排水トレイの汚れをとる7. 

8. 

フード本体内部の汚れをとる
①ぬるま湯でうすめた台所用中性洗剤を浸したスポンジや
　柔らかい布などでフード本体内部のパネルやインナー
　フードの汚れをふき取る。
②ふき取ったあとは、清水を湿らせた柔らかい布などで
　洗剤が残らないようによくふき取り、乾いた布など
　で水分をふき取る。

9. 

①整流板の表面、内面および端部は水分を含ませたスポンジ、
　柔らかい布などで汚れをふき取る。
　※がんこな汚れの場合は、ぬるま湯でうすめた台所用
　　中性洗剤を浸したスポンジ、柔らかい布などでふき
　　取ったあと、洗剤や水滴が残らないように清水で湿
　　らせた柔らかい布などでよくふき取ってください。

11ページを参照し、トレイパネルを開ける。

12～14ページを参照し、給湯トレイ・排水トレイを
取りはずす。

給湯トレイ・排水トレイを取り付ける
12～14ページを参照し、給湯トレイ・排水トレイを
取り付ける。

お願い
整流板設置センサーは整流板が正しく本体に取り付けられたか
どうかを検知するセンサーの役目をはたしています。
・整流板設置センサーは絶対にはずさないでください。
　故障の原因となります。
・整流板設置センサーに強い衝撃をあたえないでください。　
　故障の原因となります。
・はずした整流板は平らな面でお手入れしてください。
　変形・キズの原因となります。
・油汚れを放置すると、油が垂れる場合があります。
　汚れたら都度お手入れしてください。

お願い
・油汚れを放置すると、油が垂れる場合があります。
　汚れたら都度お手入れしてください。

整流板整流板
設置センサー

インナーフード

パネル
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整流板

フック

ハンガー

整流板

インナー
フード

整流板

ストッパー

整流板

整流板

パチン

整流板を取り付ける10. 
①整流板を両手で持つ。
②整流板のフックをインナーフードの
　ハンガーに前から掛ける。

スイッチ操作のロックを解除する11. 
スイッチ操作のロックを解除してください。
（スイッチ操作をロック／解除する　　　9ページ）

③整流板を両手でおこして、奥まで押す。
④整流板金具の穴がストッパーにきちんと
　はまるまで押し上げる。

・整流板金具の穴がストッパーに確実に差し込
　まれたことを確認してください。
　※整流板を取り付けると「ピッ」と音が鳴り、
　　「確認」ランプと数字ランプ「１」が消灯
　　してお知らせします。
　　整流板がはずれていると、換気運転、ファン
　　フィルター洗浄ができません。
　　ブレーカーを切ったり、電源プラグを
　　コンセントから抜いたときは、お知らせ
　　しません。　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お願い
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・本レンジフードは、省エネナビ運転の調理センサーの感度を調節することができます。
　省エネナビ運転時に風量が「上がりやすく」または「上がりにくく」したいと感じたときに、下記に従い
　設定をおこなってください。初期状態では、ノーマルモードに設定されています。
　電源プラグをコンセントから抜いたり、停電したときでも設定はそのまま記憶されているため、再度セット
　する必要はありません。1度セットすれば記憶されます。

換気連動モードに設定すると、調理機器の「加熱の開始/切」と連動してレンジフードが省エネナビ運転を
開始/停止します。
初期状態では、換気連動モードに設定されています。
電源プラグをコンセントから抜いたり、停電したときでも設定はそのまま記憶されているため、再度セット
する必要はありません。1度セットすれば記憶されます。

① 「　　　  」と「  　　　」を同時に３秒以上押し続けると、

　　「風量」ランプが    「強」→「弱」→「中」　と自動で切り換わり
　　ます。

（「風量」ランプ切り換わり時に「ピ」と音がします）

②「風量」ランプが合わせたい感度モードのランプに移ったら

　 ボタンを放す。
　 「ピー」と音がして、設定された「風量」ランプが 2 秒間点灯します。（設定終了）

感度モード 「風量」ランプ 内　　容

高感度モード 強 風量を上がりやすくしたいとき

ノーマルモード 中 初期状態

低感度モード 弱 風量を上がりにくくしたいとき

各種モード設定を変える 連動機能付の調理機器をご使用の場合に設定できます。

調理センサーの感度を変える

「換気連動モード」「照明連動モード」の設定を変えることができます。

同時に3秒以上押し続ける

照明 ボタン エコ運転 ボタン 運転/風量切換 ボタン

解除　→①切状態で「　　　　」ボタンを3秒以上

　　　　　 押し続ける。

　　　　②「ピー」と音がして、設定が解除されます。

再設定→①切状態で「　　　　」ボタンを3秒以上

　　　　　 押し続ける。

　　　　②「ピピ」と音がして、換気連動モードが

　　　　　 再設定されます。

換気連動モード

3秒以上押す
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照明連動モードに設定すると、調理機器の「入/切」と連動して照明が「点灯/消灯」します。
初期状態では、照明連動モードは解除されています。
電源プラグをコンセントから抜いたり、停電したときでも設定はそのまま記憶されているため、
再度セットする必要はありません。1度セットすれば記憶されます。

設定　→①「　　　　」ボタンを3秒以上押し続ける。

　　　　②「ピピ」と音がして、照明連動モードが
　　　　　　設定されます。

解除　→①「　　　　」ボタンを3秒以上
　　　　　 押し続ける。

　　　　②「ピー」と音がして、照明連動モードが
　　　　　 解除されます。

※換気連動モードが解除されているときは、照明連動モードの設定はできません。

照明連動モード

3秒以上押す
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　もっと知りたいとき（続き）  



①この高さを測る

設置条件の設定を確認する

・本レンジフードは、正しくお使いいただくために設置高さの設定、調理機器の選択が必要です。
　正しく設定されないと省エネナビ運転が正常に動作しません。

この操作は、設定が正しくされていないと思われるときのみにおこなってください。

※「　　  」ランプと「　　」ランプ（緑）が点滅しているときは、設定がされていません。
　下記に従い設定をおこなってください。設定が終了するとランプは消灯します。
　電源プラグをコンセントから抜いたり、停電したときでも設定はそのまま記憶されているため、
　再度セットする必要はありません。1度セットすれば記憶されます。
＜スイッチ＞

照明 ボタン エコ運転 ボタン

「風量」ランプ

運転/風量切換ボタン

ECOランプ

① レンジフードの下端とカウンター面の距離を測る。
　  （右図参照）

④　　　　を押して使用調理機器の種類を選択する。

ＩＨクッキングヒーター

ガスコンロ

点灯

点滅

「　   」ランプ使用調理機器

⑥　　　　を押して設定を終了する。
　  （「ピー」と音がしてランプがすべて消灯）

ランプ点灯状態距離（ｍｍ）

800 ～ 849

850 ～ 899

900 ～ 949

950 ～ 1000

点灯
点灯
点灯
点灯

②　　　　を３秒長押ししてスイッチ操作を「ロック」する。
　   （「ピピ」と音がして、「　　 」ランプが点灯します）

③　　　　を押しながら、　　　　を３秒以上押す。
　  （「ピピ」と音がして設定しているランプ（　「　  」
　    ランプ、   「風量」ランプ）が点灯します）

（ランプ切り換わり時に「ピ」と音がします）

3秒長押し

⑤　　　　を押して①で測った距離を設定する。
　  （ランプが   「弱」→「中」→「強」→「ターボ」   と切り換わり、
　　切り換わるたびに「ピ」と音がします )

1. 照明ボタンを
　 押しながら

2. 運転/風量切換ボタンを
　 3秒以上押す
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●約5～15分後に自動的に停止します。（　　　7ページ）
　すぐに停止したい場合は切ボタンを押してください。

●異常ではありません。このレンジフードは換気した風量によっ
　て使用頻度を計算し、適切なタイミングで洗浄時期をお知らせ
　します。使用頻度が多い場合、30日より前に「洗浄」ランプが
　点灯する場合があります。（　　　6ページ）
　常時換気運転を使用している場合は、月に約２回洗浄が必要に
　なります。

●異常ではありません。このレンジフードは主電源を入れた時点
　で経過時間も測定し始め、洗浄時期をお知らせします。
　（　　　6ページ）
　ファンフィルター洗浄運転をおこなってください。
　（　　　11～18ページ）

●常時換気運転で運転をしない場合は、設定を解除してください。
　（　　　9ページ)

●リモコンスイッチを
　操作しても運転しない。
　別売のリモコンを
　使用している場合　

●「ロック」を解除してください。（　　　9ページ）

（                     　　　　　　　　　   ）

●「ロック」を解除してください。（　　　9ページ）

お問い合わせや修理を依頼される前に、まずご確認ください。

（　　　　　　　    ）

●ファンフィルタ－洗浄をおこなってください。
　（　　　11～18ページ）
　必要な場合はクリナップカスタマーセンターまで交換を依頼
　してください。（裏表紙に記載）

●ご使用を中止し、必ず分電盤のブレーカーを切るか、電源プラグ
　を抜いてから、お買い上げの販売店に修理を依頼してください。

●防鳥網を掃除してください。
●風があたらないようにしてください。
●十分な給気を確保してください。

●換気運転、省エネナビ運転を停止してから洗浄をおこなってください。

●換気運転しない。 ●電源プラグがはずれている。

●整流板がはずれている
●ファンフィルター洗浄中である。
●スイッチ操作が「ロック」されている。
●分電盤のブレーカーが「切」になっている。

●電源プラグを差し込んでください。

●整流板を取り付けてください。
●ファンフィルター洗浄が終わってから運転してください。

●分電盤のブレーカーを「入」にしてください。

●換気運転中、省エネナビ運転中である。
●スイッチ操作が「ロック」されている。

●給湯トレイに目印にあわせてお湯を入れてから洗浄してくだ
　さい。

●給湯トレイのお湯が入っていない。
　または、お湯の量が少ない。
　（「確認」ランプと数字ランプ「3」が点灯）

●クリナップカスタマーセンターまで点検をご依頼ください。
　（裏表紙に記載）

●機器が故障している可能性がある。
　（「点検」ランプが点灯）

●排水トレイをセットしてください。●排水トレイがはずれている。
　（「確認」ランプと数字ランプ「2」が点灯）

●整流板を取り付けてください。●整流板がはずれている。
　（「確認」ランプと数字ランプ「1」が点灯）

●洗浄ボタンを押して
　いるのに洗浄しない。

●ファンフィルタ－が汚れて目詰まり
　している。

●給気が十分でない。
●エアコンや窓からの風があたっている。

●パイプフードの防火ダンパーが閉じて
　いて、排気されない。

●屋外のパイプフードの防鳥網が目詰ま
　りしている。

●吸い込みが悪い。

●電池が消耗している。

●レンジフード本体が「ロック」状態に
　なっている。
　「ロック」状態では、リモコンスイッチを
　押すと本体から「ピピピ」という音がします。

●リモコンの発信部や本体の信号受信部
　が油で汚れている。

●電池の向きが間違っている。
●電池を交換してください。

●「ロック」を解除してください。（　　　9ページ）

●発信部・信号受信部の汚れをふき取ってください。

●リモコンの「切（3分後切）」ボタンを
　押している。

●故障ではありません。リモコンの「切（3分後切）」ボタンは
　ご使用になれません。

●電池を正しく入れてください。

●常時換気運転で運転している。

●残置運転している。

●運転が止まらない。

●レンジフードの使用頻度が多いため、
　換気した風量が多い。

●常時換気運転を使用している。

●30日経っていないのに
　「洗浄」ランプが点灯
　した。

●主電源を入れてから30日間または
　45日間経過した。

●使用していないのに、
　「洗浄」ランプが点灯、
　または「確認」ランプと
　数字ランプ「１」「２」「３」
　が同時点灯している。

●異常ではありません。運転/風量切換ボタンを押すと、
　約5秒後に運転を開始します。（　　　9ページ）

●連動シャッター使用時に室内外の
　差圧を少なくする動作中である。

●換気運転するまで時間が
　かかる。

●換気連動モードの設定をおこなってください。
　（　　　23ページ）

●換気連動モードが解除されている。●調理機器を運転しても
　レンジフードが運転
　しなくなった。

点検するところ／処置症　　　状 考えられる原因

　故障かな !？次の項目を確認してください。
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（ 　                    　　　　　 ）

●整流板を正しく取り付けてください。
　（　　　22ページ）

●長期間洗浄していなかった（　     17
　ページ）ため、もう1度洗浄が必要な
　状態である。
　（「確認」ランプ「洗浄」ランプが点灯）

●設置条件の設定がされていません。設定してください。
　（　　　 25ページ）

●再度洗浄をおこなってください。
　（　　　11～18ページ）
　※洗浄中は整流板や排水トレイをはずさないでください。

●続けて２回洗浄をおこなってください。
　（　　　11～18ページ）
　※1回洗浄すると数字ランプ「1」「2」「3」が消え、
　　「確認」ランプの点灯が残ります。もう1回洗浄
　　すると、正常に洗浄が終了します。

●給湯トレイに目印にあわせてお湯を入れてください。
　（　　　14ページ）

●もう1度洗浄をおこなってください。
　洗浄中は整流板や排水トレイをはずすと、洗浄が中断され、
　正常に終了できなくなってしまいます。洗浄中は整流板や
　排水トレイをはずさないでください。

●クリナップカスタマーセンターまで点検をご依頼ください。
　（裏表紙に記載）

●排水トレイの排水を処理して、再度排水トレイを設置すると
　「確認」ランプが消灯します。

●もう1度洗浄をおこなってください。
　長期間洗浄していなかった場合、続けて２回洗浄をおこなう
　必要があります。

●ファンフィルター洗浄をしてください。
　※長期間洗浄していない場合は、2回続けてファンフィルター
　　洗浄をおこなってください。

●照明がつかない。 ●LED照明が寿命をむかえている。 ●クリナップカスタマーセンターまでお問い合わせください。
 　 (裏表紙に記載)

●洗浄時期（「洗浄」ランプが点灯）や長期
　間洗浄していないこと（「洗浄」ランプと
　「確認」ランプと、数字ランプ「1」「2」「3」
　が点灯）をお知らせしている。

●レンジフードの切ボタン
　を押した際や連動機能付
　の調理機器を切にした際
　に警告音が鳴る。

●洗浄の途中で整流板または排水トレイが
　はずされたため、洗浄が一時中断された。
　（「確認」ランプ「洗浄」ランプが点灯）

●洗浄が正常に終了している。
　（「確認」ランプが高速点滅）
●機器が故障している可能性がある。
　（「点検」ランプが点灯）

●ファンフィルター洗浄
　したのに「洗浄」ラン
　プなどのランプ表示が
　消えない。

●ファンフィルター洗浄時に給湯トレイ
　に入れたお湯が少量残っている。

●異常ではありません。給湯トレイ内には、少量水が残ることが
　あります。気になる場合は乾いた布などでふき取ってください。

●給湯トレイに残水がある。

●異常ではありません。洗浄時の水はねにより、整流板の内側に
　少量の水滴が付着する場合があります。気になる場合は乾いた
　布などでふき取ってください。

●ファンフィルター洗浄時に水がはね、
　整流板の内側へ付着した。

●整流板に水滴がある。

●乾いた布などでふき取ってください。
　お湯を給湯トレイの目印にあわせて入れてください。

●給湯トレイにお湯を入れすぎている。●排水トレイをはずした
　際に、水が滴下する。

点検するところ／処置症　　　状 考えられる原因

●排水トレイを空にして本体にセットしてください。
　（　　　12～13ページ）

●整流板がはずれている。

●排水トレイがセットされていない。

●給湯トレイのお湯が不足している。

●長期間洗浄されていない。
　警告音は、経過時間によって
　段階的に増えていきます。

点灯表示 状　　況 対処方法

●洗浄中に整流板または排水トレイが
　はずされて、洗浄が一時中断された。
●長期間洗浄されていない。（２回目）

●機器が故障している可能性がある。

●洗浄が終了している。

●クリナップカスタマーセンターにお問い合わせください。
　（裏表紙に記載）

●排水トレイの汚水を捨ててから本体にセットしてください。

●省エネナビ運転の設定がされていな
　い。

「ピーピーピーピー」
　という音が鳴る。

「ピーピーピーピー」
　という音が鳴る。

「ピーピーピーピー」
　という音が鳴る。

「ピーピー×3」
　または
「ピーピーピー×3」
　または
「ピーピーピーピー×3」
　という音が鳴る。

「ピーピーピーピー」
　という音が鳴る。

「ピーピーピー」
　という音が鳴る。

点滅している。

同時点滅している。

●ファンフィルターが寿命をむかえて
　いる。

●クリナップカスタマーセンターにお問い合わせください。
　（裏表紙に記載）

●ファンフィルター洗浄中
　に水の音や機械音がする。

●ファンフィルターの洗浄をしている
　音です。

●ファンフィルター洗浄中は、水の音「ジャブジャブ」やポンプ
　の給水音「ゴー」が聞こえますが、異常ではありません。
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それでも直らないときは、必ず分電盤のブレーカーを切るか、電源プラグを抜いてから
お買い上げの販売店 またはクリナップカスタマーセンターに修理を依頼してください。
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1.保証書
保証書は必ず「品番・お買い上げ日・販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていた
だき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。
・この取扱説明書に記載されていない方法で使用され、それが原因で故障を生じた場合は、商品の保証を致し
かねますのでご注意ください。

2.修理を依頼されるとき
異常のあるときには必ず電源スイッチを「切」にしてからお買い上げの販売店またはクリナップカスタマー
センター（裏表紙に記載）にご連絡ください。
●保証期間中は
保証書の規定に従ってお買い上げの販売店が出張修理をさせていただきます。

※製品名・品番は下図の位置に表示してあります。
＜設置例＞
　サイドフード
　（鋼板幕板タイプ）

＜設置例＞
　センターフード
　（鋼板幕板タイプ）

●保証期間が過ぎているときはお買い上げの販売店へご依頼ください。
修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理致します。

3.補修用性能部品の保有期間
換気扇の補修用性能部品を製造打ち切り後6年保有しています。
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

4.アフターサービスなどについておわかりにならないとき
お買い上げの販売店またはクリナップカスタマーセンターにお問い合わせください。

5.換気扇点検のお願い
長い間ご使用の換気扇は、使用上支障がなくても安全にお使いいただくために点検をお願いします。

保証期間…お買い上げ日から1年間。ただし一般家庭用以外に使用される場合は除きます。

ご連絡していただきたい内容
●ご住所・ご氏名・電話番号
●製品名・品番・お買い上げ日
●異常の内容（できるだけ詳しく）
●訪問ご希望日

次のような症状がある場合は、事故防止のためにすぐに電源を切ってからお買い上げの販売店
または工事店・クリナップカスタマーセンターに点検・修理をご依頼ください。（有料）
●スイッチを入れても回転音が不規則に聞こえたり回転しなくなった場合。
●運転中に異常音がしたり振動がする場合。
●異臭がする場合。
●その他、異常を感じる場合。
点検・修理を依頼される場合は、お買い上げ日、品番、製造番号（フード天面内側の左側シールに表示）
をご連絡ください。

製品名
品番
製造番号

※※※※※※※※※※※※※
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※排気抵抗値によって数値は異なります。
※風量一定制御は、排気抵抗値によって限界があります。

ご使用にあたってご不明な点や、お気づきの点がございましたら、お買い求めの販売店または下記クリナップカスタマーセン
ターまでお問い合わせください。

●アフターサービス・消耗品・オプション部品のご用命　

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について
（本体への表示内容）

※経年劣化により危害の発生が高まるおそれ
　があることを注意喚起するために電気用品
　安全法で義務付けられた右の内容の表示を
　本体におこなっています。

（設計上の標準使用期間とは）
※運転時間や温湿度など、標準的な使
　用条件に基づく経年劣化に対して、
　製造した年から安全上支障なく使用
　することができる標準的な期間です。
※設計上の標準使用期間は、無償保証
　期間とは異なります。また、偶発的
　な故障を保証するものでもありません。

●「経年劣化とは」
　長期間にわたる使用や放置に伴い生
　ずる劣化をいいます。

注a） 常時換気（24時間連続換気）のものは、8760時間/年とする。

【製造年】本体に西暦4ケタで表示してあります。
【設計上の標準使用期間】10年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、
経年劣化による発火・けが等の事故に至るおそれがあります。

■標準使用条件　日本工業規格 JIS C 9921-2 による
電圧
周波数
温度
湿度
設置条件

1年間の
使用時間

環境条件

負荷条件
想定時間

機器の定格電圧による

JIS C 9603参照

機器の取付・設置説明書による
機器の取扱説明書による

単相100Vまたは単相200V
50Hzまたは / および60Hz
20℃
65％
標準設置
定格負荷（換気量）
換気時間a）

台所　　2410時間/年
居室　　2193時間/年
トイレ　2614時間/年
浴室　　1671時間/年

■LED照明の消費電力  5W
（注）特殊仕様のものについては性能および仕様が一部異なることがあります。

■洗浄時の最大消費電力  32W ■ファンの最大消費電力  90W
■このレンジフードは、ご使用にならないときでも約0.88Wの電力を消費しています。
■廃棄処分について

この商品を廃棄処分される場合は、必ず公的な許可を受けている処理業者にご依頼ください。
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　仕様 静圧 0Pa｛0mmH2O｝時の値です。
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